
作成者:
年度／時期

2026／通年

回数 必須・選択

60回 必須

回

1～ 

7

8～ 

14

15～ 

21

22～ 

28

29～ 

35

36～ 

42

43～ 

49

50～ 

56

57～ 

60

評価率 その他

10.0%

90.0%

科　目　名 学科／学年 授業形態

介護福祉実習 エステティックマスター学科／1年 演習

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

50分 2単位（60時間）

授　業　の　概　要

介護職員初任者研修に参加し、介護の基本を学ぶ。高齢化社会が急速に進む日本において、今後介護を必要とする方の

人数はますます増えていくことが予想される。そういった背景や介護の現場、介護をする上での実践知識をテキスト、

映像、ロールプレイングを交えながら学んでいく。

授業終了時の到達目標

介護とは何か、老化とは何かを学び、こころとからだの仕組みを理解する。 

介護職員初任者研修を修了し、修了証を取得する事を目標とする。

テ　ー　マ 内　　　　容

介護福祉実習① 開講オリエンテーション、職務の理解①

教科書・教材 評価基準

・介護初任者研修 テキスト1～5

・受講生証

・エプロン

・ノート

・筆記用具

出席率

出席率90％以下の場合は、

成績評価の対象外となるの

で注意すること。 

欠席・遅刻・早退は基本的

に認められず、その場合は

振り替えが必要となる。 

実習・実技評価は「介護職

員初任者研修の合格」とす

る。

実習・実技評価

介護福祉実習② 介護における尊厳の保持・自立支援

介護福祉実習③ 障害の理解Ⅰ

介護福祉実習④ 老化の理解Ⅱ、認知症の理解Ⅱ①

介護福祉実習⑤ 介護におけるコミュニケーション技術

ボランティア① 高齢者福祉施設へのボランティア

介護福祉実習⑥ こころとからだのしくみと生活支援技術（基礎知識）②

介護福祉実習⑦ こころとからだのしくみと生活支援技術（生活と家事）

介護福祉実習⑧ こころとからだの仕組みと生活支援技術（演習）


